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誌 面 の ご 案 内
　市議会議員は、公職選挙法で市内での年賀状や挨拶状などを
出すことが禁止されているため、本誌面をもって、新年の挨拶
にかえさせていただきます。
　市民の皆様の御理解をお願い申し上げます。

謹賀新年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
に
は
、輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、市
議
会
の
活
動
に

温
か
い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、地
震
、酷
暑
、台
風
な

ど
、相
次
ぐ
甚
大
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
年
で
し
た
。か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
状
況
下
で
、議

会
に
お
い
て
も
瞬
時
に
判
断
を
迫

ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。こ

れ
ら一連
の
対
応
に
つ
い
て
検
証

を
行
い
、改
善
す
る
こ
と
で
、本
市

の
安
全
安
心
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
、

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が

複
雑・多
様
化
す
る
中
、地
方
自

治
体
は
、自
ら
の
判
断
と
創
意
工

夫
に
よ
り
、地
域
の
実
情
に
即
し

た
施
策
を
主
体
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、市
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、議
事
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、昨

年
７
月
に
、「
公
共
施
設
の
在
り

方
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

し
、公
共
施
設
の
安
全
性
の
検
証

や
、今
後
の
在
り
方
な
ど
諸
課
題

に
つ
い
て
調
査・協
議
を
行
って
お

り
、８
月
22
日
に
は
、第一次
報
告

書
の
提
出
を
受
け
、市
長
に
対
し
、

申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

更
に
、総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
能

移
転
等
に
つ
い
て
、９
月
議
会
に

お
い
て
は
、寝
屋
川
市
議
会
初
と

な
る
、全
議
員
参
加
の
連
合
審

査
会
を
開
催
し
、活
発
な
質
疑

を
行
う
な
ど
、議
会
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
29
年
９
月
に
議

会
に
設
置
し
た
、学
識
経
験
者

等
５
名
に
よ
る「
寝
屋
川
市
議

会
専
門
的
事
項
に
係
る
調
査
会

議
」か
ら
の
調
査
報
告
書
を
受

け
、９
月
定
例
会
で
、議
員
報
酬

の
減
額
を
決
定
す
る
等
、議
会

改
革
に
努
め
て
い
る
次
第
で
す
。

　
本
年
４
月
に
、本
市
は
中
核
市

へ
移
行
い
た
し
ま
す
。大
阪
府
か

ら
移
譲
さ
れ
る
事
務
や
権
限
に

よって
、こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度
で

充
実
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
、行
政
と
共
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
よ
り一層
の
御
理

解
、御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
、皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、飛
躍
と
発
展
の
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
風
ね
や
が
わ
議
員
団

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

政
策
実
現
に
つ
い
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
我
が
会
派
は
、議
会
に
お
い
て「
議

論
す
る
会
派
」
と
し
て
政
策
提
言
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様

の
生
活
（
く
ら
し
）
を
守
る
た
め
に
、
議

会
で
の
職
務
職
責
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
及
び 

都
市
計
画
道
路
整
備
の
推
進

　
東
寝
屋
川
駅
前
沿
道
地
区
ま
ち
づ
く
り

整
備
、
小
路
土
地
区
画
整
理
事
業
、
京
阪

連
続
立
体
交
差
事
業
、
都
市
計
画
道
路
対

馬
江
大
利
線
や
東
寝
屋
川
駅
前
線
な
ど
の

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
の
更

な
る
推
進
と
早
期
の
完
成
に
向
け
、
取
組

強
化
を
図
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

災
害
発
生
へ
の
備
え
と
災
害
対
策
本

部
の
運
営
準
備
等
に
つ
い
て

　
昨
年
、
大
阪
府
北
部
地
震
や
台
風
21
号

等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
30
年
以
内
に
70
～

80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
の
予
測
も
あ

り
ま
す
。
市
民
の
「
命
」
と
「
暮
ら
し
」

を
守
る
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
地
域
防
災
力
を
高
め
、
各
種
機
関

と
の
連
携
や
常
日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
へ

の
向
上
が
肝
要
で
す
。
避
難
所
開
設
等
の

自
主
防
災
訓
練
の
徹
底
と
災
害
発
生
時
、

職
員
が
ど
う
対
応
す
れ
ば
良
い
か
寝
屋
川

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
研
修

を
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

小
中
一
貫
校
の
整
備
、
校
区
の
在
り

方
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
平
成
34
年
度
の
全
市
的
な
小
中
一
貫
校

の
移
行
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と

も
に
第
28
次
校
区
問
題
審
議
会
へ
の
諮
問

を
経
て
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。
ま
た
通
学
路
等
に
お
け
る

危
険
箇
所
の
把
握
や
対
応
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
内
の
各
課
と
の
連
携
や
学
校
と
の

連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
迅
速
な
対
応

を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
。

切
れ
目
な
い
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

包
括
支
援
に
つ
い
て

　

不
妊
治
療
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

を一貫
し
た
子
育
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る

こ
と
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
を
求
め
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
お
い
て
、
特

に
弱
い
産
後
部
分
の
支
援
強
化
に
向
け
て
、

産
後
ケ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
、
産
後
ケ

ア
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
及
び
保

険
料
の
よ
り
一
層
の
引
下
げ
へ

　
我
が
会
派
は
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険

料
の
引
下
げ
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
30

年
度
の
保
険
料
率
は
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

標
準
世
帯
の
保
険
料
額
は
未
だ
高
水
準
に

あ
り
ま
す
。
様
々
な
方
策
と
と
も
に
、
国

保
財
政
健
全
化
基
金
の
活
用
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
料
の
引
下
げ
を
求
め
ま
す
。

井川　晃一池　真一

森本　雄一郎

金子　英生

山﨑　菊雄

北川　光昭
対馬江東町 6番 1号
☎ 838-5811

北川　健治
仁和寺本町二丁目 4番 8号

☎ 827-6820

成田東町 6番 7号
☎ 842-3500

廣岡　芳樹
高宮一丁目 12番 16 号

☎ 821-4657

木田町 13 番 11 号
☎ 828-2669

清水町 32 番 18-204 号
☎ 888-3085

太秦桜が丘 1番 18 号
☎ 821-5774

若葉町 34 番 10 号
☎ 829-1900
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公
明
党
市
会
議
員
団

日ひ

ご
と
に
高
ま
る

　

中
核
市
へ
の
期
待

　
　

施
策
に
ど
う
反
映
す
る
か
を
問
う

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
へ
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

子
ど
も
を
守
る

○�

特
別
教
室
・
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

拡
充

○
幼
児
教
育
の
無
償
化
拡
充

○
学
校
給
食
費
の
無
償
化

○
防
災
教
育
の
実
施

○
小
学
４
年
生
の
35
人
学
級
の
導
入

○�

が
ん
教
育
・
生
活
習
慣
病
教
育
の
推
進

と
認
知
症
教
育
の
拡
充

○�

子
ど
も
実
態
調
査
の
実
施
（
子
ど
も
の

貧
困
の
把
握
）

○
中
学
校
給
食
の
改
善

街
を
守
る

〇�

総
合
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を
早
急
に
検
討

〇
交
通
不
便
地
の
解
消

○
Ｊ
Ｒ
東
寝
屋
川
駅
周
辺
の
整
備
促
進

○
動
物
愛
護
の
取
組
促
進
（
地
域
猫
活
動

の
充
実
、
譲
渡
会
の
開
催
等
）

○
婚
活
支
援
事
業
の
導
入

く
ら
し
を
守
る

○
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減

○�

高
齢
者
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
購
入
補
助

事
業
の
助
成
拡
充

○�

駅
前
図
書
館
の
整
備
拡
充（
Ｊ
Ｒ
東
寝

屋
川
駅・京
阪
香
里
園
駅・京
阪
萱
島
駅
）

○
災
害
見
舞
金
制
度
の
拡
充

○�

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
緩
和

（
商
品
券
発
行
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
等
）

○
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
の
拡
充

命
を
守
る

○�

猛
暑
対
策（
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト・グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
な
ど
）

○�

口
腔
ケ
ア
の
有
効
性
の
更
な
る
周
知
・

啓
発
（
各
種
行
事
の
活
用
）

○�

浸
水
対
策
へ
の
自
助
の
取
組
（
止
水

板
・
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
等
の
普
及

促
進
）

○�
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
施
策
の
推
進

（
乳
が
ん
自
己
検
診
啓
発
ツ
ー
ル
等
の

普
及
促
進
）

○�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

の
継
続

○�

非
常
災
害
時
に
バ
ン
ダ
ナ
を
活
用
（
障

が
い
者
等
）

○�

災
害
時
用
備
蓄
品
に
水
の
不
要
な
液
体

ミ
ル
ク
を
常
備

　
な
ど
１
０
１
項
目
を
予
算
要
望
し
ま
し
た
。

野々下　重夫

住田　利博

池添　義春

髙見　雄介

岡　由美

村上　順一

梶本　孝志
豊野町 15番 33 号
☎ 823-5988

仁和寺本町四丁目 10 番 22 号
☎ 828-5422

高柳五丁目 3番 1号
☎ 839-4171

上神田一丁目 44 番 27 号
☎ 828-0814

田井町 33 番 33 号
☎ 831-8700

南水苑町 5番 12 号
☎ 811-0205

打上高塚町１番 3-128 号
☎ 825-2190
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日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

市
民
の
暮
ら
し
守
る
自
治
体
へ

　

国
の
悪
政
を
チ
ェ
ン
ジ

　

昨
年
は
自
然
災
害
が
多
発
し
、
本
市
で

も
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
り
一

層
の
防
災
・
減
災
の
取
組
が
必
要
で
す
。

同
時
に
、
４
月
の
中
核
市
移
行
に
向
け
、

必
要
な
職
員
体
制
の
確
保
と
人
材
の
育
成

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
市
民
の

暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、声
を
聞
き
、赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
寝
屋
川
市
へ
、
ま
た
文

化
・
芸
術
あ
ふ
れ
る
寝
屋
川
市
へ
と
発
展

し
て
い
く
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
国
政
で
は
、
憲
法
改
正
や
社
会
保
障
費

の
削
減
、
消
費
税
増
税
な
ど
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
住
民
の
福
祉
と
暮
ら

し
を
守
る
立
場
で
、力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

市
民
の
願
い
実
現
へ

◎
地
域
ご
と
の
避
難
計
画
の
策
定

◎
災
害
時
に
必
要
な
職
員
体
制
の
確
保

◎�

自
然
災
害
に
よ
る
家
屋
や
店
舗
の
損
壊

に
対
し
て
、
市
の
改
修
費
用
助
成
制
度

創
設
の
検
討
・
見
舞
金
の
拡
充

◎�

熱
中
症
対
策
と
し
て
低
所
得
者
世
帯
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
の
創
設

◎
国
民
健
康
保
険
料
の
引
下
げ

◎
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
拡
充

◎
学
童
保
育
指
導
員
の
待
遇
改
善

◎
35
人
学
級
と
就
学
援
助
制
度
の
拡
充

◎
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

◎
生
活
道
路
の
改
修
や
白
線
等
の
更
新

◎�

低
所
得
世
帯
の
家
賃
補
助
な
ど
住
宅
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備

◎
学
校
給
食
費
の
無
償
化

◎
ご
み
減
量
目
標
の
達
成

◎�

市
民
の
要
望
と
各
地
域
の
課
題
を
反
映

し
た
公
共
交
通
網
の
整
備

太田　徹
高柳二丁目 49番 2号
☎ 080-3818-9722

石本　絵梨菜
太秦元町 9番 2号
☎ 090-8937-1934

西田　昌美
石津中町 30番 3号
☎ 090-9713-3588

中林　和江
宝町 4番 33 号
☎ 090-3944-8385

前川　奈緒
萱島東二丁目 16番 11 号
☎ 090-1025-7503

　
寝
屋
川
市
が
平
成
31
年
４
月
１
日

に
中
核
市
へ
移
行
す
る
こ
と
が
、平

成
30
年
10
月
の
閣
議
決
定
、政
令
公

布
に
よ
り
、正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
伴
い
、大
阪

府
が
持
つ
約
２
０
０
０
の
事
務
が
市

に
移
譲
さ
れ
、市
は
こ
れ
ら
の
事
務

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、新
た
な
条

例
の
制
定
や
、既
存
の
条
例
の
改
正

が
必
要
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、市
議
会
で
は
、平
成
30
年

12
月
定
例
会
に
付
議
さ
れ
る
予
定
の

32
件
の
中
核
市
関
係
条
例
案
に
つ
い

て
、適
正
に
審
査
を
行
う
た
め
、平
成

30
年
11
月
22
日
に
、条
例
案
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　10月 26 日に、特別委員会では、大阪府北
部地震で被災した市総合センターの主要な移
転先となる「池の里市民交流センター」を視察、
11月 21 日には、行政から移転に係る作業の
進ちょく状況等について説明を受けました。

中
核
市
関
係
条
例
案
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

公共施設の在り方調査
特別委員会　活動報告

▶
説
明
会
の
様
子
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大
阪
維
新
の
会
議
員
団

謹
ん
で
新
年
の

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
、
私
ど
も
の
会
派
活
動
に
格

別
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
１
年
は
自
然
災
害
も
多
く
、
防
災

の
在
り
方
を
問
わ
れ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
安
全
・
安
心
、
災
害
に
強
い
ま
ち
、

寝
屋
川
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
取
組
を

強
化
す
る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化
は
社
会

問
題
と
さ
れ
、
本
市
で
は
特
に
子
育
て
世

代
、
そ
の
子
世
代
の
転
出
超
過
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
選
ば
れ
る
ま
ち
、
住
み
続
け

た
い
街
、
魅
力
あ
る
ま
ち
創
り
に
向
け
、

引
き
続
き
、
大
阪
維
新
の
会
議
員
団
は
、

市
民
の
皆
様
の
声
を
行
政
へ
、
ま
た
政
策

へ
と
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
、
議
会
改
革
の
更
な
る
推

進
。
持
続
可
能
な
寝
屋
川
市
の
構
築
、
今

後
も
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
活
用
促
進
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
実

現
等
、
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
財

政
運
営
を
提
案
し
て
参
り
ま
す
。

　
中
核
市
移
行
を
見
据
え
、
更
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
効
率
化
、
少
数
精
鋭

の
組
織
体
制
の
維
持
、
人
事
評
価
制
度
の

効
果
的
な
運
用
を
提
言
し
、
市
民
の
役
に

立
つ
所
、
市
役
所
の
実
現
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
べ
ん
た

つ
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
生
ね
や
が
わ
ク
ラ
ブ
議
員
団

「
変
化
」
を
「
チ
ャ
ン
ス
」
に
！

更
な
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
は
変
化
の
年
で
す
。
新
元
号
元
年

で
あ
り
、
本
市
は
中
核
市
元
年
と
な
り
ま

す
。
こ
の
移
行
に
対
し
て
単
な
る
事
務
権

限
移
譲
で
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
様
々
な
具
体

的
な
政
策
提
案
を
行
い
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
り
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
昨
年
は
自
然
災
害
に
よ
り
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
避
難
所
運
営
や
情
報

伝
達
等
の
危
機
管
理
体
制
の
充
実
と
、
防

犯
や
浸
水
対
策
を
含
む
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
強
く
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
総
合
セ
ン
タ
ー
を
含
む
公
共
施
設

全
般
の
将
来
を
見
据
え
た
改
修
や
再
編
の

在
り
方
を
着
実
に
提
案
し
実
行
し
ま
す
。

さ
ら
に
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
を
始

め
市
民
福
祉
の
向
上
と
持
続
可
能
な
財
政

基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中川　健
三井が丘一丁目 4番 8-206 号

☎ 080-5305-3479

杉本　健太
香里新町 12番 3号
☎ 080-1468-7842

坂光　勇哉
池田旭町 24番 7-205 号
☎ 080-3111-0635

元橋　理浩

松本　順一馬場　才板東　敬治
黒原橘町 7番 12 号
☎ 828-2792

美井元町 15 番 11 号
☎ 837-7222

大利元町 16 番 7号
☎ 826-6822

中神田町 9番 11 号
☎ 090-3350-7015
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財
政
運
営

問　
市
と
し
て
14
年
連
続
の
単
年
度
黒
字

に
つ
い
て
の
評
価
は
。

答　
第
五
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
及

び
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
基
づ
く
施
策
・
事
業
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
中
で
、
不
断
に
行
財

政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を

見
据
え
行
財
政
基
盤
強
化
へ
の
意
識
を

持
っ
て
財
政
運
営
を
進
め
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、
普
通
会
計
で
引
き
続
き
黒
字
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

行
財
政
改
革
の
内
容

問　
平
成
29
年
度
の
行
財
政
改
革
の
効
果

と
取
組
内
容
は
。

答　

家
庭
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
拡
大
、

未
利
用
地
の
処
分
な
ど
に
よ
る
効
果
額
が

約
３
億
７
１
０
０
万
円
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
事
業
の
効
率

化
に
加
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に

発
展
で
き
る
基
盤
づ
く
り
な
ど
の
新
た
な

視
点
か
ら
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

在
り
方
の
検
討
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
構
築
・
運

用
な
ど
を
行
っ
た
。

安
定
し
た
税
源
の
維
持
、 

拡
大
を
図
る
取
組

問　
税
源
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
に
資
す
る

具
体
的
取
組
は
。

答　
都
市
計
画
道
路
東
寝
屋
川
駅
前
線
事

業
、
京
阪
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
、
都

市
計
画
道
路
対
馬
江
大
利
線
事
業
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
を
始
め
、
子
育
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
館
設
置
事
業
、
待
機
児
童
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
充
実
、

救
命
救
急
体
制
、
防
災
対
策
の
強
化
な
ど

の
施
策
・
事
業
の
着
実
な
実
施
は
、
市
の

魅
力
を
高
め
、
引
い
て
は
税
源
涵
養
に
資

す
る
も
の
と
考
え
る
。

災
害
対
策

問　
浸
水
対
策
な
ど
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
、
市
の
取
組
は
。

答　
高
宮
ポ
ン
プ
場
整
備
事
業
や
古
川
雨

水
幹
線
整
備
事
業
、
校
庭
貯
留
浸
透
施
設

の
設
置
工
事
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

雨
水
タ
ン
ク
や
止
水
板
の
設
置
助
成
な
ど

支
援
事
業
を
進
め
た
。

　
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
や
避
難

所
と
な
る
全
小
・
中
学
校
へ
災
害
用
備
蓄

品
の
拡
充
、
市
立
小
学
校
の
う
ち
10
校
に

防
災
井
戸
の
設
置
、
緊
急
時
応
急
給
水
所

の
整
備
、
家
庭
用
防
災
用
品
の
購
入
補
助

を
実
施
し
た
。

避
難
所
開
設

問　
避
難
所
の
開
設
に
優
先
順
位
は
あ
る

の
か
。

答　
ま
ず
、
６
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
次
に
小
学
校
、
中
学
校
、
そ

の
他
の
公
共
施
設
の
順
に
開
設
し
て
い
く
。

長
時
間
労
働
抑
制
シ
ス
テ
ム
の
導
入

効
果

問　
平
成
29
年
度
、
市
職
員
の
長
時
間
労

働
抑
制
の
た
め
に
試
行
実
施
し
た
パ
ソ
コ

ン
の
強
制
終
了
シ
ス
テ
ム
の
効
果
は
。

答　
平
成
29
年
度
７
、
８
月
に
一
部
の
部

局
に
お
い
て
試
行
実
施
し
、
前
年
同
月
と

比
べ
て
約
１
割
の
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に

つ
な
が
っ
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
基
本

方
針
の
効
果

問　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
策
定

に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
の
測
定
は
。

答　
各
部
局
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
市
全
体
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
も
高
ま
る
た
め
、

市
全
体
と
各
部
局
の
双
方
か
ら
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
。

　

今
後
、各
部
局
に
お
い
て
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
６
Ｗ
４
Ｈ
を
押
さ
え
た
周
知

方
法
を
進
め
て
い
く
中
で
、報
道
回
数
の
増

加
や
市
民
意
識
調
査
の
中
に
お
け
る
認
知

度・満
足
度
の
推
移
な
ど
を
見
て
い
く
。

子
育
て
支
援
事
業

問　
子
育
て
ス
タ
ー
ト
応
援
ク
ー
ポ
ン
交

付
事
業
の
取
組
状
況
は
。

決算審査のあらまし
　9月定例会で継続審査となりました平成29年度会計の歳
入歳出決算を審査するため、決算審査特別委員会を10月
９日から12日の４日間にわたり開催しました。
　その質疑応答の一部要旨を掲載します。

家庭用防災用品
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答　
ク
ー
ポ
ン
の
交
付
は
平
成
29
年
10
月

か
ら
開
始
し
た
。
ク
ー
ポ
ン
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
等
の
喜
び
の
声
を
聴
い
て
い
る
。

待
機
児
童
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン

問　
待
機
児
童
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
推
進
事

業
の
効
果
と
し
て
、
待
機
児
童
が
減
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
保
育
環
境
や
市

全
体
に
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

答　
以
前
は
、
５
月
１
日
時
点
で
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
た
が
、
平
成
29
年
度
に

お
い
て
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
10
月
１
日

ま
で
継
続
で
き
、
市
と
し
て
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
る
。

ご
み
減
量
の
取
組

問　
３
０
１
０
運
動
（
宴
会
時
等
に
食
べ

残
し
を
減
ら
す
た
め
の
取
組
）
コ
ー
ス

タ
ー
の
成
果
は
。

答　
市
民
の
方
か
ら
は
、
３
０
１
０
運
動

の
意
味
を
初
め
て
認
識
し
た
、
ま
た
市
内

の
飲
食
店
か
ら
は
料
理
の
食
べ
残
し
が
少

な
く
な
っ
た
と
の
声
を
聴
い
て
い
る
。

問　
ご
み
減
量
マ
イ
ス
タ
ー
（
ご
み
減
量

や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
取
組
を
家
庭

や
地
域
で
自
主
的
に
行
う
リ
ー
ダ
ー
）
養

成
講
座
へ
の
参
加
者
及
び
現
在
の
ご
み
減

量
マ
イ
ス
タ
ー
の
人
数
は
。

答　
養
成
講
座
は
、
３
回
実
施
し
、
12
人

の
方
が
新
た
に
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ

た
。
ご
み
減
量
マ
イ
ス
タ
ー
の
人
数
は
、

平
成
29
年
度
末
で
１
４
５
人
。

樋
門
の
遠
隔
操
作

問　
排
水
施
設
等
維
持
管
理
業
務
に
つ
い

て
の
遠
隔
装
置
の
増
設
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
、
内
容
及
び
効
果
は
。

答　
第
11
水
路
及
び
御
幸
西
の
樋
門
遠
隔

操
作
、
古
川
水
位
取
込
状
況
な
ど
の
状
態

監
視
を
行
う
。
効
果
と
し
て
、
執
務
室
で

雨
量
計
の
観
測
を
行
い
な
が
ら
、
樋
門
操

作
な
ど
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

問　
昨
今
の
豪
雨
を
考
え
る
と
遠
隔
操
作

の
必
要
性
を
感
じ
る
。
増
設
の
予
定
は
。

答　
効
果
的
な
箇
所
か
ら
順
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

放
置
自
転
車
対
策

問　
放
置
自
転
車
の
撤
去
台
数
と
返
還
台

数
は
。

答　
平
成
29
年
度
の
撤
去
台
数
は
３
３
８

８
台
。
返
還
台
数
は
１
７
６
７
台
。

問　
違
法
駐
輪
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答　
過
去
に
は
約
１
万
台
の
違
法
駐
輪
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
３
３
８
８
台
で
減
少

し
て
い
る
。
今
後
も
大
き
な
目
標
と
し
て
、

違
法
駐
輪
が
な
く
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問
　
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
。

答　
28
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
改
修
し

て
お
り
、
29
年
度
末
時
点
で
約
40
％
。

英
語
村
事
業

問　
英
語
村
事
業
の
効
果
の
持
続
性
は
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
93
％
の
児
童

生
徒
が
、
英
語
村
に
参
加
し
て
外
国
の
こ

と
や
英
語
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
く

な
っ
た
、
と
回
答
し
て
お
り
持
続
し
て
学

習
す
る
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
。

問　
平
成
29
年
度
は
新
た
に
幼
稚
園
を
対

象
に
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
５
歳
児
全
員
で
園
ご
と
に
年
１
回
英

語
村
に
来
て
も
ら
い
、
園
児
の
み
の
活
動

と
、
一
部
、
小
学
６
年
生
と
と
も
に
名
札

づ
く
り
や
歌
を
歌
う
な
ど
の
交
流
の
活
動

を
実
施
し
た
。

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

問　
以
前
は
、
小
学
３
年
生
の
み
を
対
象

に
実
施
し
て
い
た
「
子
ど
も
へ
の
暴
力
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
平
成
29
年

度
か
ら
対
象
者
を
小
学
３
・
６
年
生
と
拡

充
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
。

答　
３
年
、
６
年
の
２
回
受
講
す
る
こ
と

に
よ
り
、
更
に
理
解
度
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

問　
本
事
業
は
、
継
続
的
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
更
に
対
象
者
を

拡
充
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　
現
在
の
実
施
状
況
を
見
な
が
ら
、
今

後
関
係
部
署
と
連
携
、
協
議
し
て
い
く
。

区　分
会　計 歳入Ａ 歳出Ｂ 差引（Ｃ）

 Ａ－Ｂ  繰越額Ｄ  実質収支
Ｃ－Ｄ

一般会計 89,950,148 88,325,158 1,624,990 11,091 1,613,899

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 33,573,848 32,674,891 898,957 0 898,957

介 護 保 険 19,999,458 19,466,456 533,002 0 533,002

後 期 高 齢 者
医 療 3,262,033 3,097,721 164,312 0 164,312

公 共 用 地 
先 行 取 得 事 業 121,434 121,434 0 0 0

合　計 146,906,921 143,685,660 3,221,261 11,091 3,210,170

平成 29年度決算の概要	 （単位：千円）

水
道
事
業
会
計

収益的収入額 4,232,078 資本的収入額 841,526

収益的支出額 3,960,305 資本的支出額 1,499,037

差引額 271,773 差引額 △ 657,511

税抜処理後純利益 201,692

下
水
道
事
業
会
計

収益的収入額 6,005,784 資本的収入額 4,129,175

収益的支出額 5,551,776 資本的支出額 6,017,515

差引額 454,008 差引額 △ 1,888,340

税抜処理後純利益 387,257

	 △はマイナス、消費税込（単位：千円）
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ねやがわ議会だより

議会だより印刷コスト１部 2.59 円（115,500 部発行）

委員会視察 の報 告

　建設水道常任委員会では、10月 16日・17
日に新潟県の新潟市と見附市を視察しました。
　新潟市では、新潟駅付近連続立体交差事業に
ついて、見附市では、コンパクトシティや公共交
通網について、事業の経緯や課題などの説明を
受け、質疑応答を行いました。

　文教常任委員会では、10月29日・30日に鹿児
島県の霧島市と鹿児島市を視察しました。
　霧島市では、教育におけるICTの活用につい
て、鹿児島市では、校区社会学級について、取組
状況や課題などの説明を受け、システムの利用状
況や事業への地域課題の反映等の質疑応答を行
いました。

　総務常任委員会では、11月１日・２日に大分
県の別府市と大分市を視察しました。
　別府市では、窓口業務改革について、大分市
では、防災に係る取組について、取組状況や概
要、課題などの説明を受け、事業の経費や、職
員配置・人数などの質疑応答を行いました。

　厚生常任委員会では、10月30日・31日に静岡
県の富士宮市と三島市を視察しました。
　富士宮市では、認知症に関する取組について、
三島市では、スマートウエルネスみしまの取組に
ついて、事業の概要などの説明を受け、関係機関
との連携や今後の展望等について質疑応答を行
いました。

建設水道常任委員会

文教常任委員会

新潟駅付近連続立体交差事業を現地視察

霧島市役所において

別府市役所の窓口コーナーを視察

三島市役所において

総務常任委員会

厚生常任委員会


